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総じて発達障害、で良いのだろうか

　最近、医師から「発達障害でしょう」と言われ

て相談センターに来談されるケースに出会う。発

達障害が診断名かのように伝えられているが、な

ぜ・どこが発達障害とされたのか、保護者に尋ね

ても明らかでない。報道・書籍で取り上げられる

テーマやタイトルも発達障害とするものが圧倒的

に多いと感じる。

　発達障害は言うまでもなく、脳機能関連の障害

の総称である。我が国では発達障害者支援法、障

害者自立支援法等の法整備に伴って、この十数年

で、発達障害は社会に広く知られるようになり、

未就学児や就学児を対象とした支援は公的・半公

的、あるいは民間の機関で様々に提供されるまで

になった。発達障害という包括的な概念が支援の

拡充に役立ったと言えるだろう。

　この過程で、発達障害は総称ではなく、発達の

問題や困難の代名詞として使われるようになって

いる。厚労省は HP 上で「発達障害はいくつかの

タイプに分類されており、自閉症、アスペルガー

症候群、注意欠如・多動性障害（ADHD）、学習

障害、チック障害などが含まれる」と説明してい

る。LD や ADHD はタイプなのか、と筆者など

は違和感を覚えてしまう。

　LD、ASD、ADHD の臨床像は重なるところが

多く、その支援においては差異よりも共通項が多

いことは十分理解する。その一方、これらは異な

る障害単位であり、また、それぞれの障害は多様

な症状・様態を示すものである。それらを括れば、

当然ながら多様性は二乗、三乗となる。かつて、

自律神経失調症が診断のごみ箱と言われた事態に

符合してしまう。

　発達障害は、教育や福祉における支援の対象も

窓口も驚くほど広がり、支援はビジネスとして成

立している。嬉しいことである。同時に、この展

開が、障害の概念や理解、教育、臨床、支援の

内容と質にどのような影響をもたらすのか、LD、

ADHD 等の子どもと大人にとってこの流れは良

い方向なのか、考える必要はないだろうか。
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